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年の南北分離や 1986 年の経済開放（ドイモイ政策）など、20 世紀後半のベトナムの歴史
的な過程のなかで、どのように生まれてきたのであろうか。この問題を紙銭生産に特化し
た村落、A 村（仮称）に焦点をあてて考察する。




























































タベース」で「紙銭」を検索すると、328 点の紙銭の情報があらわれるが（2012 年 9 月 27 日現
在、紙銭そのもの以外にも紙銭製作の道具も含まれる）、その収集地は、日本（沖縄）、中国、マレーシ
ア、タイ、フィリピン、韓国で、ベトナムは出てこない。マラッカで収集されたマレーシアの紙銭
は 134 点あり、後述する韓国の紙銭は 105 点あって、国立民族学博物館は紙銭の比較研究のため
の貴重な資料を所蔵していると考えられるが、ベトナムの紙銭が収蔵品として登録されることはな
かったと思われる［国立民族学博物館　2012］。
　筆者によるベトナムの紙銭についての実地調査は、2010 年 3 月、2011 年 2 月・ 3 月、2011 年



















































































































































































































　紙銭にあたるベトナム語には、「tiê`n giâ´y」（ティエン・ザイ「紙の銭」）、「tiê`n âm phủ」（ティエ
ン・アム・フー「陰府の銭」）、「ti ê`n địa phủ」（ティエン・ディア・フー「地府の銭」）、「tiê`n vàng」   （テ
ィエン・ヴァン「金色の銭」）あるいは「黄色の銭」）、などがある（ベトナム語は形容詞が後ろから係
る）。








　そして、この「マー」ではなく、A 村が長く生産してきたものは、「giâ´ y vàng mã」（ザイ・ヴァ
ン・マー）である。いわば「冥器（明器）としての金の紙」で、沖縄の「ウチガミ」に似た紙銭で
ある。

















































　A 村で版木を作るのは C 氏だけで、版木の注文がハイフォンなど遠いところから来たこともあ







　前述した「 5 ドン札」の紙銭も、C 氏が創作した。村人からのアイデアを参考にしただけで、
手本にするものは何もなく、「 5 」という数字にも意味はとくにないらしい。しかし、このデザイ
ンはとてもよく、かなりたくさん売れたという。
　1995 年に C 氏が版木の彫刻の仕事をやめてから、紙銭生産は、手摺りの版画から機械による大
量生産へと時代が変わっていった。C 氏によれば、かつては 1 日に 20 キログラムの紙を使った
が、今は 2 トンから 3 トンほどの量の紙を使い、生産性は 100 倍も上がった。
　そして、どこにもモデルのない「500,000 ドン札」（「500,000」は現在の紙銭の額面）の紙銭とは
違って、新たに需要の出た「米ドル札」を忠実に模倣した紙銭は、手彫りの版木では作ることがで








真 1 ）。D 女史の話では、大きな機械が導入されたのは、 4 、5 年前からで、版木の時代と印刷機
の時代の中間に、ガリ版刷りの時代があったようだ。D 女史の家内工場では、バクニン省からリ
サイクル紙を調達し、それを A 村内の印刷所に印刷を依頼して、印刷されて戻ってきた紙を家で
裁断して紙銭を作っている。使用する紙（印刷された紙）は 1 か月に 100 万枚で、1 枚に紙幣の紙






を規制する政策を計画していた［Viet Nam News 2011］。この規制の流れのなかで、透かし入り
の紙銭は流通が断念されたものと考えられる。その新聞報道によると、政府による草稿では、紙銭
の印刷を計画している者は事前に政府に見本を提出しなければならないことになっており、また模






















　A 村が生産して卸しているのは、沖縄の「ウチガミ」に似た銭型の並ぶ紙銭（写真 3 ）、
「500,000」という額面の紙銭（写真 4 ）、米ドル札を模した紙銭（写真 5 ）、そして赤字に金色の金









の向かいの F 店で聞いたところでは、F 店で売る紙銭のうち、セット物以外は中国製だという。F
店の人が国境付近まで買い付けに行くのではなく、国境を越えて中国に入って、紙銭を買って来た






性や、市場の小さな商店から買っている。上記の 4 種類の紙銭のセットの値段は、だいたい 5,000







祭壇を設け、1 人の天上の聖母と 12 人の産婆の女神への供え物をそれぞれ用意する行事である。
展示されているのは、その供物であるが、13 人の女神には、それぞれ緑色の紙製の服があり、そ
の上に、A 村の生産する 4 種類の紙銭がきれいに重ねて折りたたまれて置かれている。この 4 種
類の紙銭のセットが、ハノイでもっともよく用いられている紙銭である。
　ハノイ市内の店舗内には、隅に土地神の祠があり、そこに紙銭のセットが置かれていることが多
い。これらの紙銭は、旧暦の 1 日と 15 日に軒先で燃やされる（写真 8 ）。また、ハノイでは、民間




















































































































　2010 年から 2012 年にかけてのベトナム北部での実地調査においては、Nguyễn Văn Chính 教授（ベトナ
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